
諏
計
滞
間
数
霧
ヶ
峰
高
原

に
あ
る
旧
御
射
山
神
社
で
2
7
日
、

例
祭
が
あ
っ
た
。
地
権
者
の
上
桑

原
牧
野
農
業
協
同
組
合
の
役
員

．
や
ハ
イ
カ
ー
ら
約
4
0
人
が
参
列

し
、
五
穀
豊
穣
や
地
域
安
泰
を
祈

っ
た
。
平
和
を
願
う
演
武
の
奉
納

も
あ
り
、
往
時
に
思
い
を
は
せ
た
り

玉
垣
の
四
隅
に
ス
ス
キ
の
穂

を
掲
げ
、
前
島
正
宮
司
が
祝
詞

を
あ
げ
た
後
、
参
列
者
が
玉
串

を
さ
さ
げ
た
。
続
い
て
、
甲
陽

流
兵
法
富
士
見
町
錬
誠
館
道
場

の
伊
与
久
松
風
さ
ん
（
智
と
宮

坂
春
慶
さ
ん
（
等
が
戦
鎌
の
演

武
を
初
め
て
奉
納
。
新
陰
流
兵

法
諏
訪
稽
古
会
の
三
好
妙
心
さ

ん
（
型
と
春
日
玄
さ
ん
（
華
も

所
作
を
披
露
し
た
。
伊
与
久
さ
l

ん
は
「
武
道
の
聖
地
で
演
武
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と

糖
中
書
鼠
春
雷

神
前
で
演
武
を
披
露
す
る

新
陰
流
兵
法
諏
訪
稽
古
会
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二

妄
り
、
平
和
な
世
界
を
願
っ
た
。

臥
酢
絹
粥
謂

采
か
ら
御
狩
神
事
が
行
わ
れ
た
。

†
鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
の
保
護
を

受
け
て
大
祭
が
営
ま
れ
、
諸
国

1
J
の
武
将
が
武
芸
を
競
い
、
自
ら

∵
、
の
領
地
に
諏
訪
神
社
を
勧
請
し

た
。
前
島
宮
司
は
「
諏
訪
神
社

霧
ヶ
峰
高
原
の

旧
御
射
山
神
社

が
全
国
に
広
ま
っ
た
貴
重
な
場

所
で
す
。
往
時
に
思
い
を
は
せ

て
」
と
語
り
掛
け
た
。

上
桑
原
牧
野
組
合
の
宮
坂
正

阻
合
長
（
6
6
）
は
「
災
害
が
な
く
、

五
穀
豊
穣
で
皆
さ
ん
が
健
康
で

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

願
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
唐
沢
宏
こ


